
空間内において同一平面上にない 2つの三角形△ABCと△A′B′C′について,
#      �

A′B′ =

2
#   �

AB,
#      �

B′C′ = 2
#   �

BC,
#      �

C′A′ = 2
#   �

CAが成り立っているとする。このとき, 次の各問に答
えよ。

(1) 線分A′Aを 2 : 1に外分する点を Pとするとき, 点 Pは線分 B′Bおよび線分C′C

を 2 : 1に外分する点であることを示せ。

(2) 5点 P, A, B, A′, B′を含む平面上で, 直線A′Bと直線AB′の交点をDとする。こ
のとき,

#   �

PDを
#   �

PAと
#   �

PBを用いて表せ。

(3) 直線 B′Cと直線 BC′の交点を E, 直線 C′Aと直線 CA′の交点を Fとする。さら
に, △ABC, △A′B′C′, △DEFの重心をそれぞれ G, G′, Hとする。このとき, G,

G′, Hが同一直線上にあることを示せ。
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